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The Kimono is， nowadays， worn by few people except for ceremonical opportunities， 

although it is even now highly appreciated as the national costume for the Japanese. In 

contrast to the case of men， women still meet a variety of chances to wear the Kimono， 

e. g.， on the coming-of-age ceremony and other formal parties. 

Such a situation motivated us to investigate young women's senses concerned with new 

type of Kimonos (New-Kimono) thllt can be wom in daily life. By this investigation， 

following trends were observed: (1) the image of the Kimono generally arouses young 

women's interest in a favorable manner; (2) as a detai!ed example， a long叩 sleevedKimono 

(Furisode) preferred by them is as such that differing from the traditional one in its colors， 

namely， that having plain colors characterized by the rom皐nticismwhich has prevailed 

during the Taisho era， and (3) there observations imply that， among these people， there 

exists a trend to make their choice for Kimonos according to the Western senses for 

clothes. 

まえがき

和服は民族的な伝統衣服として，国の内外を問わずその美的評価は高く認められているが，自常活としての

蒼装姿は殆ど自にすることはなくなり，フォーマノレとしての役割の方が大きく伺える.なじみの少ない人には

いささか窮屈な趣きがあるためか，冠婚葬祭にしても洋装に押され気味である.しかし，設近，ニュー器物と

よばれる.新しい感覚で策用する着物が路頭をにぎわせるようになってきた.本来，ニュー義物とは昭和25生存

療，二部式で機能的なものをということで問中千代氏lの提嶋で作られたものが発端であるが，最近のニュー

活物はアパレルデザイナーが作品を発表したり，レトロブームと絡まって，大正時代のロマンティックな(大

正ロマンの)イメージを取り入れた配色が独特のもの，帯の結びかたが異なったものなど，若者を対象に販売

されている.このように，和服にもファッションの波が押し寄せてきて阪本独自の伝統的衣服の革新が成され

ようとしているが，着用者の意識として和綴をどの様にとらえているか興味のあるところである.そこで，和

服を着装する可能性の高い成人式以前の女性を対象に，和服と洋服に対する意識を過して，この両者の格好の
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関設|生を切らかにするために，説M主主を実施した.

罷査概饗

調査王概要は table1に示すとおりで， 6学科(被服，家政，英文， I主i文，教育，体育〉の女子短大 l年生

308名を対象に調査を行った.調査内容は①~④までの和服についての感覚的な;な識調賓とは枚の振初1のスラ

イド写真の17l診察詞対話による祝党的イメージ調査の 2官官形式によって行った.

尚，サンフツレの振布I1写真の選択にさ当たっては， 86~88年の和装雑誌 f美しいえ雪物J ì，こ掲載された振袖と 87~

88年の市場のパンフレットの中から判定し易いように，立佼で前方を向いたもの34枚を選出し，予備調査を経

て14枚を選んだ

分析方法

分析方法については fig1に示すが今回は各袋自の単純集計，クロス集計を行い，それぞれの関連について

検討を行ったのでそれについて報告する.尚，袋詰'-i，こさ当たっては大阪大学大型計算機センターの SPSSを使

F目しTこ.

調査概要Table 1 

調査対象女子奴大 l年生 (6学科)308名

有効解答者292名、 ，j~答準94.8%

調査J~Jf問: 1988i~10月 7 日 ~10fJ 24日

1項目

20項目

10項目

15項目

調査項目:和服の感覚的調査

① 和服のイメージ

② 和般の着用意識

③ 洋服の晴好性

④ 性絡行動

17項包

和肢の視覚的調査

③ 接相lのスライドによるイメージ誠査

回

分析方法
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和般の;な識に関する調査研究(井氏〕

結果および考察

1 )和服のイメージ

「和E誌と言言えば何を思い浮かべますかJという質問に対して自由解答方式で答えてもらった結5誌を table2 

に示す.これによると，和服のイメージは. r振宇d!Jなど夜接和m~. と結び付けた人が25.7%あり. r成人式Jな

ど、の行事を考会げた人が23.3%で，さらに人間像，時代，地域，イメージ，習い事などいずれにしても日本とい

う粋の中から切り放せない存従として感じていることが伺えるが，和B設を好ましいものとして受け取っている

ことも興味深い.

Table 2 和滋のイメ…ジ

毛足 関 内 P廿， 集計(%)

唱合名主 物 え雪物 振袖 25.7 

行 華E 成人王立結婚式正月 冠婚葬祭初詣見合いなど 23.3 

人間像
日本女性大和撫子 し っとり美人奥様舞子芸者

15.4 
和服美人 おばあちゃん和由布子など

時代・地域 日本美 日本の伝統日本箆闘京都平安時代校倉 10.6 

上品古風雨倣女らしさ清楚優しい しとやか
イメージ 6.5 

日本人らしさ 純日本j乳 しなやか

習い事 至極道茶道嘉手 日舞師匠 6.2 

その他 溺子時代郎結い髪浴衣西陣織など 12.3 

2 )和服について

和服に対する;立識についての単純集計結果を fig.2に示す.これによると.r機会があれば和服を義たし、Jと

いう人がややを含めて89.7%あり. r修jで和服を~ている人を見ると闘がとまる」という人はややを含めて93.

5%で.r結婚する時ある程度の和線を持って行きたしづとする人が78.5%となっている.これらから，和服に

対する意識はかなり強く，和服に対して肯定的であることがわかる.しかし.r和般を選ぶときは殺の意見に従

う」が67.8%.rどんな着物が似合うかわからなし、」が82.8%で，和般に対する対応、が低く，被験者が成人式前

であることも関係してか馴染みの薄さも伺えた.さらには.r和服を買うのなら洋服を買いたし、」という人が8

4.2%あることから，和服は衣食活において非日常性の衣服として捉えられていると考えられる.

この様な意識の中.I啓好性をえると，ややを含め派手な活物が好きな人が37.3%に対して，主主L、活物が好き

な人が75.0%とより多く好まれている.ニュー蒼物についてはややを含めて着てみたいとする人が56.5%であ

るが，従来の清物の方が好きであるとする人が69.1%と多く，伝統的な和服に対する評価の方がやや高いこと

が伺える.

3)洋服について

洋服に対する窓識についての単純集計結果を fig.3に示す.おしゃれをするのは簡倒に思うという人はやや

を含め17.5%.服装でイメージチェンジを楽しむのが好きであるという人はややを含め69.9%.たくさんの洋

服を見てから賢うことが多いでは89.7%の人が肯定していることから，洋nliに対する興味も深く積緩的行革bが

伺える.また.I瞥好についてははっきりとした色や原職の洋服が好きな人はややを含め50.6%で，さらに，柄

物に対する好みは少なく(14%).自分のま子みは派手で、あるという人もややを含めて22.3%であることから派

手に見える色や柄はあまり好まれていないと考えられる
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Fig.2 和服についての意識の単純集計結果
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Fig.3 洋服についての意識の単純集計結果
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和服の窓識に関する調ヨ託研究 Ut尻〉

4 )和服と洋織の噌好に対する関連性

次に和mlに対する着用2~識と?判j民の格好性の関係を fig. 4~9 に示す

fig.4ほ「機会があれば手rJBf，tを活用したし、jと洋綴に対する「服装でイメ…ジチェンジを楽しむのが好きJと

の関係を示したものであるが，和Ef，tをピ着たくないという人はj服装で、イメージチェンジを楽しむという人がな

かったのに対して，手rJlJ誌を着用したいという人は服装でイメージチェンジを楽しむのが好きな人が多いことか

ら，和級，洋服に関わりなく装うこととしての興味の多さが影響するものと考えられる.

fig. 5 i派手な穀物が好きj と i)Jf，t装でイメージチェンジ安楽しむのが好きj との関係を示したものである

が，派手な活物が好きという人ほど服装でイメージチェンジを楽しむのが好きな傾向にあるといえる.

fig. 6は「派手な務物が好きJと「洋服の好みは派手Jとの関係を示したものであるが，派手な着物が好きと

いう人ほど洋淑の好みも派手であり，反対に派ヲ乏なえ雪物を好まない人は洋服も派手なもの宏好まない傾向がみ

られた.このことから蕊識として和服の好みについては洋服の好みの尺度で考会えていることが，推測される.
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fig. 7は「派手なお物が好きJと「はっきりとした色や際色の洋JJI1が好きj との関係を示したものであるが，

派手な殺物が好きという人ほど洋服に対する好みとして，はっきりとした色や原色のものが好きなことがわか

る.ここでも洋服の好みの尺皮で手rJJJI1を考えていることが例える.

次に， fig.8ははい、;荷物が好きjと f服装でイメージチェンジを楽しむのが好きJとの関係を示したもので

あるが，主そし、若物を!UI!:う人のほうが服装でイメージチ z ンジを楽しむのが好きという人が多いが，渋い器物が

好きという人も服装でイメ…ジチェンジを楽しむのが好きという人が多く，好きか嫌L、かはっきりしている人

の方が服装に対して興味もiおいことが伺える.

fig. 9は「がとし、Zf物が好きj と「ありふれたIJI1より変わっている般がHきj との関係を示したものであるが，

渋し、活物を好む人も好まない人も同じ様な傾向をぷす.この『渋L三という主主'克は、一般的に『派手Jに対応

して使われる n也~未J ではなく， li.l~1，、 J という感覚にファッション伎のおい要素が含まれていることが伺え

fig. 8でも述べた通り， &<1，、治:物に対する反応の鋭い好きか嫌し、かはっきりしている人の方が服装に対する興

味がおいと考えられる.

以上のことから，事!1JJI1と洋服のIt診好はいj傾向で現われていることが認められた.

5 )スライドによる振袖のイメージについて

次に，スライドによる調査結楽であるが， 14枚の阪倒のやで'J:t絞的好・まれた着物と好まれなかった活物のイ

メージプロフィ…ノレを fig.10， 11に示す

これによると，好まれたえ守物 Cfig.10)はプロフィーノレのや心弱hに近く，きわだった特徴がみられないがJ二日}

なイメージを受け，反対にtlI!:われたおf'i#JICfig. 11)に対しては大Il設な，派手な，他性的な，はっきりした，激し

いなど刺激的なイメージを強く受けていることがわかる.

!J! 1~ (jヲ I古典的 !J! 1~ (j1 古典的

7>>j)いい 大人っlまい カ刈3いい 大人っぽい

大n!!な 品t絡な 大n!!な 品UI!Iな

派手な 地味な 派手な 地味な

脳性的 平凡な IIlJI主的 平凡な

蓋HiIな 1s'i~な 五王室Eな

上品な 下品な 上品な 下品な

殺しみやすい ~J! しみに〈い 主主しみやすい ~J! しみ tこくい

設やかな fifちを若いた 緩やかな 1-ω “一一-< おち緩いた

鮮やかな 沈んだ 鮮やかな 沈んだ

まともな i!l:な まともな ←一一一変な

はっきりした lまっきりした ト一一一一→ぼんやりした

切るい Dgい 切るい 日高い

.llliのある 味気ない .llliのある 味気ない

i歪しい i紋しい i優しい 激しい

Fig. 10 好まれたえ宝物のイメージブロブィ ノレ Fig. 11 好まれなかった活物のイメージプロフィーノレ
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6 )和服の曙好性

スライドによる羽交の+，から. H.まれた '1" から綴布hK. 好まれなかったιいから援納Fを~び，この録制iの l将

好tl:と和服に対する窓識との関係を fig.12~14 にぷす.

fig. 12は.I大正口?ンE誌の着物が好きjと振布hl'互に対するIl待好の関係で司あるが，この振布11はうぐし、す色とえ

んじのぼかしの池に梅の花や危'1".のしめなどが散る模様で117典的な模様の1'1"にも大IEロマンj孔の押さえた色

使いがみられる。このことから大正ロマン風のものが好きという人には好まれている綴向にある

さらに fig.13にぷすように，この娠布lJKと f渋いえ守:物が好きj との関係からも. i.l~\，、 Xf物が好きな人からも

好まれていることがわかる.

fig. 14は振付lFであるが，この娠布hば松紋にみられる三階松や杭艇を欲l案化した総絞りのXf物で，よか， ~lS .. 

色，布fiE..緑など，多彩色で染め分けられているものである この殺物は大正ロマンとはねJA:く，大iE口マン

風の若物が好きという人にはあまり好まれていない.これらから，平llJJ誌に対する経験が浅いと考えられる被験

者たちの手II般に対する色彩意識と，スライドでの晴好は…致しているといえる.
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Fig. 12 lr物Kに対する防止fと「大[1二ロマンのi刃物がHきj

8 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

好意

やや

あまり
襲撃らい

\，}}~主主~:34. 14f~:~:ffff~ 

物
嫌L、

K p <O.()] . 

Fig. 13 -，!Y(物に対するl将好と「渋いj守物が好きJ Cr =1l .2~421 
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まとめ

① 手íI }J~に対するイメージとしては，成人式や結婚式など俊 'JI の行ホーや I1 本という i習の伝統として受け入れて

~、ることがt認められた.また，紡!trl，(fIi倒というマイナス的イメージよりも，上ihl，清楚，しとやかと好ま

しいとするイメージの)jが必く，手IIJJ[;tに対する掠れのようなものが感じ取れた.

② 和服Uこ対する感心は!uiく，機会があればlfJlJしたし、と興味を示すが，その反fiii，現実i認での対応が(尽く，

自分では選べない，平11日誌をnうのなら洋服がほしいなどと答える人も多.く， 11 ~1佐の次生活において必~'t/l:の

務さやおJlJ経験の少なさが何えた.さらには， 70%近くの人たちがニューお物より従米の活物が好きだと

行っているにもかかわらず，良子まれたものはいわゆるニュ…Ji守物に属する火夜ロマンj試のものであったこと

は，成人式!日Jで、もあり，被験;fi-の，平日目位に対する認n1J良の耳、;1-分さが伺えた.

③ 一般的に事11)恨のなかでも，振袖については特に色彩が殺かで室長11tなものに側備がaい、とされていた.しか

し，スライドによる，U.'d1t結決では，金色に声Ifくものや人ー納のもの，さらに大胆な色使いのものは好まれな

かった.それにiえして， Hまれたものは必使いがソフトで色慈の抑えられたものであった.

又，洋服のi将Hが渋いものがHきな人は，平iI}J民もちい、ものを好むなど，色彩l鳴好は一致し，洋H誌の11掛子を

)!~司1;にしてお I}肢を !1liぶのではなし、かと敗mu される.ニューifi 物の '1 1でも，一見地味にさえ見られる，大 íI守口

マンj瓜の務ちliきのある渋L、色彩は， )'，'\'、 ~k'V主に取ってj協力のあるものであり，さらに洋服感覚という的iか

ら，ま7淡の劣化を淡しめるイメ(rとしてj切符できるのではないだろうか.

これらを)，¥;機に，さらに手1リIJ[;tに対する概念を品11りドげ，伝統ぷ}J院に対する怠識，や社会的規範の多い和服

については次綴に"泉りたい.

木市ながら，み~â命文;をまとめるのに際してご指導賜りました市Ii Jl!J子教授，ならびに大阪大学大烈計算機

センター指将H.有1]イヒt¥i.JW大?家本修教授に謝J立を去します.
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